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＊第38回研究会要項決まる

別紙（色頁）の如<に研究会が開催されることになった。

土幹事会及び総会議事録

6月2日信州大学において幹事会が開かれ下記の案件について肘瞼が行われた。各案件は引

き続いて行われた総会にはかられいずれも承認可決された。

なお，幹事会出席者は野瀬，久米川，三宅，増地，佐藤，堀川の各幹駆，黒木，乾加納の

各前幹事，山田会計担当，梅田会員通信担当に永田世話人であった。

①ピブリオグラフィーは黒木，乾両氏に， 49年度から51年度迄の三年間鯛集の労をとっ

て頂く。

②次回（49年度秋期）研究会は，下の要領によって開催する。

世話人： 一城西歯科大学久米川IE好

会期： 昭和49年11月29～50日

場所： 東大医科研，識堂

シンポジウムのテーマ： 「細胞から組織へ－ガラス器内での組繊器管形成をめざして」

オーソライザーを，東大薬学部遠藤浩良にお願いする。

③次々回研究会は下記のごとく･に開雌する。

世話人： 金沢大学薬学部堀川正克

④新1日幹事の交代を下記の通り行う。

新幹事（49及び50年度）

東部： 北大理 吉田廸弘

東大医 野瀬 溝

西部： 岡大医 増地 広

阪大微研佐藤弘殻

｜日幹事（ 47及び48年度）

東部： 黒木，乾

西部： 五島，加納

なお所幹事選挙の次点は下記の通り。

東部： 東京医科歯科大 須田立雄
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西部： 阪大微研 五十嵐 章

愛知ガンセンター 江村牧人

（以上敬称略）

⑤「名誉会員の制度を作ってばどうか，又作るならば， どのような規程にするか，等につい

て幹事会で検討してみてはどうか。 」と言う提案があった。 「これについて小委員会の如き

ものを設けて検討しては如何」との意見がだされた。

⑥ 「各梱培養綱泡株，珠に日本で樹立された株の保存供給を円滑にするため，地域毎に，培

義株センター（仮称）を股侭する事を肝要と考え，大学等から設立準備に関する申綱を関係

省庁へ行うときに，本学会からも要望啓を添えてはどうか」との意見が出された。

⑦会員名簿の作成を49年度に行い， これを学会センターに依頼する。

③入会希望者及び退会希望者の癖査をし，別項の新入会員を承麹した。

⑨事務局を東大薬学部山田正徳教授の所へ移す。

⑩48年度会計報告（別項参照)。

なお，会計年度を本年度は4月から12月迄とする力､以後毎年度1月から12月迄とす

る。

此昭和48年度会計報告
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前年度よりの繰越金

48年度収 入

48年度支 出

次年度への繰越金

49ス549

719484

、

911．115

505，918

計合 1．21ス033 1 1.21ス033

内訳：

出支収 入

221．000

565，000

150．000

3，484

－

各種刊行費

ピブリオグラフィー71

72

会員通信

脆18－21

研究会補助金

聡36，57

幹事選挙費

事 務 事

正 会 員賀

賛助会員費

文部省刊行補助金

銀行利息

､､...．

545，750

566．300

’ 4ス480

100．000

22．800

28‘785

911．115

305．918

1．21ス035

（会計幹駆u

小 計

前年度からの繰越金

総 計

712484

49ス549 次年度への繰越金

1．21ス035 11 総 計
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＊49年6月新入会会員名簿

研究機関 同住所・電話

060札幌市中央区闇’条
西16丁目

且皿二(611）－21 11

521－02栃木県下都賀郡

壬生町北j､林

02828－（6）－1111

（内線2180）

108束京名聡区白金5－

9－1

05－（444）－6161

18O武蔵野市境南町1－

7－1

0422－（51）－4151

160束京都新宿区西新宿

6－7－1

03－“42）－61 11

1 15束京都文京区本郷

7－3－1

氏 名

'1，祝囎一郎

専門分野

放射線生物学札幌医科大学

放射線医学教室

－－－－－－－一

角屋尭英

一一－一一一●一一一一口

細胞遺伝学独協医科大学

第1病理学教室

北里大学薬学部

生物薬品製造学

教室

｡■●－■ー■●一一一

西郡秀夫

一一一 q一一一－－

内分泌学・生化学・

ウイルス学

ウイルス学

■ー~で

、

《 ＄
、一一ノ 敞

一
久

一
恭

一

部
一
藤

戸
一
内

一｜’
－－－ 一一

日本獣医畜産大学

獣医学部家畜衛

生学教室

家畜衛生学

一一一

浦川 間

宮下忠雄

一

産婦人科学

”

東京医科大学

産婦人科学教室

東京大学理学部

動物学教室

第一製薬株式会社

研究所，安全性

研究部

日水製薬株式会社

研究部

岡山大学医学部

第二病理学教室

－－－－－－

鴫海1削子

一一 －－－－

内分泌学

一・可一一一一＝一一一一

永井栄一

一●争一◆一苧一一句一一一一一●

生化学・毒性学132束京都江戸川区南舟

堀町2810

03－（680）－0151

34O草加市稲荷町1805

0489－（24）－1631

700 IMi山市鹿田町2－

5－1

0862－（23）－7151

（内線 709）

〃（内線747）

ーー一一一■一一一一一一一叩一◆一一一

坂本好史
ー一一●一一■■■一一

遺伝生化学

－－－ 一一－一 一一一一＝
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一
明
江
子
羨
一
夫

一
俊
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恩
孝
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哲
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宗
部
野
盤
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本

一
蔦
矢
宮
常
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木
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養鵬
〃
〃

組癌源研究施設

病理部門

〃（内線 748）

〃

一一一一一一‐一一

実験病理学

－

川崎医科大学

実験病理学教室

一一●q■■P

701－01倉敷市松島577

外国会員
●

OrthopediCResearCh

Iaboratory,College

ofPhysicians&

SurgeonsofCoImnbia

University.

生化学630West l68th

StreetDNeWYork9

N.Y.100329

ll.S，A、
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北49年4月入会賛助会員

日本専売公社 〒257

中央研究所 神奈川県秦野市名古木23

（生物実験センター）

北住所変更

難波正蕊 〒701－01 魚敷市松島577

川崎医科大学実験病理学教室

1mj(0864)62-1111 内線5026

安村美博 〒321－02栃木県下都彌君妊生町北小林880番地

独協医科大学微生物学教室

m(02828)6-1111

古川利混 同 上

独協医科大学小児科学教室

三宅清雄 京都第一赤十字病院，検査科

北海外留学

角永武夫 （ 1年の予定）

BIdg37, Rm5D209

ChemistryBranCh,N､0,1．,N.I.H.,Bell'(Ps(la,Md． ，

20014,U、S、A･

説第37回研究会を終わって

永田哲士 （信州大・医・解剖）

1974年6月1日(土1 2日(日)の両日，僧州大学医学部基鯉#嬢認において， 第37回研究会

が開{膳されました。会場に予定しておりました新韮礎舗蕊室の完成が予定より遅れ， 5月によ

うやく使用可能となりまして，無事学会を開くことができました。演題も公募により一般演題

が15魁シンポジウム演題9題と合計24題渠まり，第1日を一般演題と懇親会，第2日を

シンポジウムと幹事会および総会として2日間で終了するようにプログラムを作りました。会

期中に絹職培養関係の業者に商品展示を依頼し，会員の便宜をはかり交した。一般講演は内容

により培義技術・細胞培養・細胞周期・薬剤・感染・核酸蛋白合成・器官培饗の7つのセッシ

園ンに分けましたが，無理に分類しましたので，減者の一部の方〃には場違いの所に入れられ

た御不満もあるかと思いますがお許し下さい。シンポジウムは組織培穣におけるラジオオート

グラプィーの応用というテーマで，松沢大樹東北大救授に司会を垢願いし，私が一部お助けし

て，企画および進行をはかりました。前半では技術的な問題を取り上げ，後半では応用として
●

加齢と発疵の問題にしぼりました。自画自焚ではありませんが，松沢先生の名司会により活発

な肘瞼があり，成功であったような印象を受けました。

演題募染と同時に会員通信により研究会の出席の申込轡を会員にお送りしましたが，返僧が

－4－
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少なく， 350通の会員通信に対し約50通の御返事を敵き，内訳は出席者40名，欠席者

’0名でした。 また非会員から問い合わせと出席申込を前もって敵いた方が26名あり，事前

に出席の判明していた方々"66名でしたが，学会当日出席された未登録会員が37名，未登

録非会員が78名あり，合計181名のl硫者となりました。今後,研究会の開催通知を会員通

信を利用することになりましたので，会員各位から，研究会出席申込密を出欠を明記して世話

人に返送するよう御協力していただけば，集会者数の見込みがあらかじめ予想でき，世話人に

とっては都合がよいと思います。

会期中は幸いl哨天に恵まれ，初夏の信州を楽しんでいただくこともできたようです。御参会

されました会員各位のmll協力を感謝いたし銃を侭きます。

*Stanford大学にて一Dr.Eatonのこと－

難波正装 （川崎医大一病理）

Stanford大学を訪れたことのある人は,樹木の生い茂るキャンパスと， その中に点在する赤

い屋根の石造りのスペイン風の美しい校舎とを思い出されるであろう。そして， その校舎をめ

ぐる石畳になった回廊を歩くと， スペインかメキシコあたりの，古い寺院を訪れているような

錯覚に陥る。一方， 10年ほど前に建てられた医学部は，近代的な減酒なもので， しかも東洋

的な感じが溢れている。私自身，医学部の建物に始めて近ずいたとき，東洋のどこかに帰った

ような錯覚に囚われた。

Stanford大学は,校内に校舎を新築するとき，その時代の般高の設計と材料とで建てる方針

をとっているとのことで，上に述べた校内のいろいろの建物は，一見の価値がある。それに比

べて，解剖と私の働いていたMedicaIMiCrobiologyとの2部門の入っている建物は－医学部

の各部門の中で， この2部|雌IのみMediCal centerの外にある一はたして，当代一の設計のも

とに建てられたものであろうか？それはやL疑わしい。生い茂る樹木にとり囲まれて，低いか

まぼこ型の2階建ての私どもの建物は，なんの情緒もなく，ぶすっとして，一直線に100米

ほど延びている。その処物LD壁の所々には，蔦がまつわり屋根まで伸び上がっている。このず

んく~りした建物は，見るからに頑丈そうな感じを受ける。事実その通りで，例のサンフランシ

スコ大地震のときも，校内のこの建物だけは，びくともLなかったとのことである。

このMediCalMiCrobiologyのあたりは,近くにStanford家の墓所があるせい力､大学の中

でも特に樹々が多いところで， この建物の西側の'1､道を森の中に入って行くと，やがてその墓

所に着く。

ある土隔日の帆私が研究室に出掛けると, MedicalMicrobiologyの駐車禍に,見なれぬ大

型のや入使い古した乗用車が停まっていた。平生でも，上に述べた環境のせいで静かな駐車場

なのに，その日はまた特別静かな感じのする日だった。その車の後ろのバンパ弓に貼られたス

テッカーから，大学の助教授以上の人の車と分かる。私は，一体これは誰れの車なのだろうと

考えた。私の働いている部門の助教授以上の人の車は全部記憶していたが， その車だけは，誰

れのものか見当がつかなかった。そして，医学部の別の研究部門の人のものかも知れないと一

l_ノ

－5－

「



瞬思った。しかし， もし外からの客だとすれば, MedicalMicrnbiologyの人の車があっても

いいのではないか。その日は土順日でb しかも， まだ朝9時頃でbその車以外の車は見当たら

なかった。

私は，をの車の持ち主のことに深い関心を持ちながら，そして少し審戒しなが．ら，研究室の

入口の鍵をあけ，人気のない蝿物に入った。建物に入ると， 2階から階下に下りてくる人の足

音が聞こえ，やがて，廊下で勤物,j､舎に行くD Dr・Eatonに出会った。私は， まだ， そのとき，

さっき見かけた車がIIntonのものであるとは分らなかった。 Ealonの家は，医学部から2, 3

マイル離れたところにあり， しかもその家は，私の家と同じ方角だったの画毎朝8時半ごろ

私が車で大学に行っていると，歩いて大学に向っているEatonをよく見かけた。毎日，歩いて

いるE3tonをいつも見ていたので，車を運転する唖tOnを私は予想できなかった。

Dr、Enionは70才をすぎているであろうか。原発性異型肺炎を･;こすEalonagentを発見

した人である（ 1944）。現在，医学部の名誉教授ご学生の授業などはやってなかったが，

自分でGrantを持っていて, 2, 3人の技術員を使って腫傷免疫．特に膜に関係した仕駆を，

かく鐸として続けていた。毎週火畷日午前9時からの研究室全体のセミナーにも毎回出席してい

たし， 自らも，私の湘在中の2年間に， 自分のデータで数回セミナーをやった。

Ealonが歩いて大学に行っている側を，私はよく通りすぎるので， あるとき，ある研究員に

Ealonを車に乗せるべきかどうか訊ねたところ， その研究員は，ある人が通勤途上でb歩いて

いるEatonを見かけ, "tonに車をIIIし出たら, Ealonの気蠅が悪くなったという話をしてく

れた。私は， この話をⅡWいて以来気楽にEatonの側を走れるようになった。

そのうち，私も動物を使う仕砺を始め，毎日，勅物を観察しなければならなくなった。土暇

日だった力､日畑日だったか， とにかくある休日の朝も，例の車は停まっていた。私は，動物

，｣､舎に行く途中, Eatonに出会った。朝の挨拶のあとで，彼は喉の奥のほうでもく．もく．と,耐お

前は培養ばかりやっているのではないの力､いつからお前も動物を使うようになったのだ。 ”と

爽而目とも冗験ともつかぬことを云いながら，通り過ぎて行った。

たぶん, BIItonは，休日は，脚の方だけoff dutyにしているのであろう。あるいは教会に行

くために，急いでいるのかも知れない。

此培養株センター設立について

佐藤二郎 （岡山大・医・価研・摘理）

近年組織培蕊を利用する研究が多くなり， それと共に新しい培養法や特殊な機能をもった新

細胞株が急速に樹立されつ坐ありま-j-．これらの細胞株はその性状を明かにされると同時に，

我が国における貴重な実験材料として保存維持されねばならないと考えます。具体的には①第

57回培養研究会聡会で卸|司意いただきましたように地方別に培養株センターを設立すること
ー

が必要です。②その鵡備の一つとして戎が凶で樹立された株細胞のi淵査を近く行いたいと思い

ますので御協力方お噸いいたします。

／、
b

〆今、､､f
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曲講演会のお知らせ

LeonardIIay｢l ick, PI'．D.

P1･0fessor,

Dcpartment o｢Me(l icaIMiじrobiology7

Stan｢oI･dUniversi tyScllool ofMedicine.

DiPloidcell line,mycOPlasmaなどの研究で名高いProf .L.Hayrl ickがこの9月に来日

され，国内各所でセミナーを開催なさいま等。時間，場所など未決定のところはカッコ内に記

名してある世話人に御照会下さい。

(1) 9月9日 （月) RM. 3:00～5:00 、 （国立予研 第一会議室）

（多ケ谷 勇，臭村秀夫）

演題: Useo｢ 1'uInandiploidcel I sIrains inhunallvirus vaccines.

（2） 9月10日 （火) P.M.2:00～ろ: 00 (東大医科研・識堂）

（勝田 甫）

波魑:*IIIIInfinagingaI thecel lula,･ level .

（以後のセミナーは大抵＊これと同じ浪題になると思います。 ）

（3） 9月9‘29.朔（京大医学部） （翠川 修）
（4） 9月17日 （火） ． （奈良県立医大） （螺良義彦）

（5） 9月’9日 （木） （ﾉ･i 1崎医大) (木本哲夫 ， 難波正義）

（6） 9月21日仕） （九大医学部） （高木良三郎）

（7） 9月24日 （火） （三菱生命研） （加藤淑裕）

牢米国組織培養学会

一近況と活動一

沖垣 達 rasadenaFoundation forMedical Researcl)

はじめに

このたび，担当幹事の方から親しい連紡があり，米国組織培蕊学会(Tissue Culture

msocialion,以下TC人と略す）の近況を報告せよという依頼を頂いた。長い歴史と伝統を

持ち，現在に至っても世界をリート・しつづけているとの学会を紹介するには私のほかに適当な

方がおられると信じているが，指名を受けたことでもあり、また過去10年間の会員として．

同時に現運営委員としての経験から知っている事実を記して報告に変えたいと思う。

最近は組織培養関係で米国に留学されあ方が多く，また米国の研究者が日本の研究機関を訪

ずれることもしばしばあるから,TCAについてと，とくに米国における組織培養に関連した

研究課題については有形無形の精報が入ることと思う。従って学会訪門記型式の紹介をする要

(･~、
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はないと信じている。次に要求されることは，本年度のTCA全国大会（第25回大会は去る

6月3日～6日の間Miani&achで開かれた）における肘瞼内容を近況としてお知らせするこ

とであろう。所が不幸にして。いくつかの理由で私はこの大会にでることができなかった。私

自身の発表も協同研究者に依頼して責をはたしたことであつ亀このような訳で，依頼者の希

望をあるいは裏切るかもしれないが，今年度学会の報告をすることは不可能にある。しかし醗

演要旨は，学会機関誌lnVitro l974年第9巻第5号に要約されているので，これを参考に

されたい。

以上のようなことから少し<道を変え,TCAの事業活動のうちで，表面に出ないもの，あ

るいは， 日本の学会では今までに例をみないものなどについて拾いあげて述べ， 「学会」のあ

り方について考えてみたいと思う。

TCAは少くとも米国内の生物医学関係学会のうちでも，特異な立賜にあり，独特の活動を

続けていると信じている。とくにその巾広い事業内容は，いわゆる「研究発表および肘論の場」

としての学会の範囲を飛び出たものがある。

初めにおことわりしたいことは，以下述べることのある部分は，鐙者が邦文で澱告している

ものと少し〈，重複することである。既刊の各関連誌関係者の御了承を頂きたいと思う。

’

｜
I

I

その歴史

一般的に言って学会という研究団体は，興味あるいは目的を|司じくする者たちの討餓の場で

あるといってよいだろう。この点において，洋の東西における差は少ない。結果として発表の

場としての集会の運営方法にもあまり差がない。TCAの全国大会においても，いくつかのト

ピックをあげてシンポジウムがあり，分科会があり，その上に一般鮒演があって，型式的には

日本組織培養学会のそれと何ら変らない。

けれども，それぞれの学会は，異った先避達によって創設され。異った道を歩ゆんで来てい

る。この点において各学会には独自の進み方があり，少しづつ異った姿があるoTCAの現状

をみていると，やはりそこには他の学会には見られない空気があり，それは学会創設以来のも

のであることが判る。

TCAの発足は, 1946年にさかのぼる。残されている記録によると，故G.0.Gey博士が

故C.M.Pomerg縛士に送った窃簡が基になっている。Ge綱士は． 「解剖学会での研究報

告をみると，組織培養法を用いて興味ある研究がなされている。ここで戎とまった型式の組識

培養研究会を創ってはどうか」と述べて文中に恥rterやⅥhiteの名をあげている。実はこの

前年に同様の提案が学術会譲に相当する諮門機関でとりつぶされている騏実がある。これにつ

いては亡くなられる寸前の恩師恥merat先生が直接私たちに語ってくれたことを今も思い出

すb実際に発足した当初の学会は,TissueO,ltureCmmissionを称され,同年11月に初の

集会が持たれている。この会の使命は， （1）培養技術の開発，改良，必要度鯛査および，

②Bibliographyの出版の二点にしぼられた。初期の数年度は解剖学会と共悩で研究集会を

－8－
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開き， 1949年にTCAと名乗った。この頃には，学会が運営する研究室が全米対癌協会の援

助のもとにSloanketteringInstitute内にもうけられ，ここでの研究成果がやがてDifco社

からの市販製品として世に出ることになったのである。一方,M、R、Mlrray女史の指導のも

とに， 1952年にBibliograpkyの第1巻が出版されているが，このかげには女史の献身的な

努力とIederly,EliLily両社の援助があることを記さなければいけない。 1946年の第1回

集会には，わずかに33名の出席者があったのみだったが，この中から3人のノーーベル賞受賞

者が出ており，ほかにも忘れることの出来ない先釜がキラ星の如く連らなっている。

またTCAの当初からのアイディアであった技術溺習会は1948年に16名の学生を対象と

して始められ，以来毎年所を変えて実に17年の長きにわたって続けられた。いくつかの事情

で1964年に中断する童でに，この学会はどれほどの後進を自分たちの手で作り続けてきたか，

測り知れないものがある。この事実は,TCAが独自の研究所を持つべきであるという固い考

えの基を作り，それは後に述べるように，現実に具体化したのである。こうして見るとTCA

は研究の場としてのみならず，常に新らしい技術の改良を試み，集団の意志として後進を育て

るという特殊な学会であったことに気がつくのである。

その構成

TCAの現会長は最近mIHを退職されたV、 J・駅ans女史である。昨年12月にはNI

Hで勘ans女史の功積をたたえた特別のシンポジウムが開かれたが，これについては筆者はす

でに報告してあるのでここではふれない。現在の通常会員者はほぼ2000名で年に一度所を変

えて全国大会が開かれる。全国大会は例外なく例年6月上旬に行われるが，調年はhbntreoI

明淡年はPhiladelphia, 1977年はNewOrleansとすでに確定している。

全国大会のほかに三地方部会があり，私たちの鹿するCaliforniaBranchは200名の会員

を持ち年2回集きることにしている。ほかに全国にまたがって，無脊椎動物部会，植物部会そ

れに名ヨ会員のFell女史の名を冠した恥norB・鹿ll部会があって強自の集会を開くことが

ある。TCAの1973年度の収入は11万ドルを上戎わっており．赤字がないので，財政上主

ことに健全な学会と言わなければいけない。会員になる為の貧格審査は比較的簡単で。学生や

技術者を歓迎する。 1973年には280名の入会志望者のうち265名が会員になっている。

各種委員会

TCA全国大会は例年3日間位の予定で計画されるが，いづれの日も夕食後から夜半までの

時間も会議に利用される。そのうちのいづれかの時間は,RchnicalDisCussionとか恥und

'mbleと呼ばれる型式で数多くのグループ・にわかれて自由討論が行われる。本年のプログラム

からそのいくつかを拾ってみると，培養液をいかに選択すべきか，血溜と混濁，合成培地，培

養機器などというセッションがある。いわば各部門での専門家あるいは経験者が，苦労話を語

り，改良法を述べて新人や学生を育てるという型式になっている。これらの討論は学会ごとに

－9－
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構成されるのではなく，常任委員会の恒例の任務であり，いわば委員会の一年間の継続調査研

究の成果でもある。委員会名をその沓まあげると0Q1anicallydefinedmedia,Qntamination,

HxmnValues,lbterialsandSupplies,Sera,Wnninology,StudentAffairsなどがある。

もちろんこの他に，行政，財務対外，出版などの委員会があって，総会の折に年度末報告があ

るが，培養技術を中心とした実務委員会の任務に重点をおいている学会型式は好玄しいもので

あろう。また別個に,W、 R.EarleMvard委員会は，全国大会の研究発表者から．博士号を

持たない者の，あるいは研究テーマの資任者でない者を一つのグループ．と考えて，この中でも

っともすぐれた報告に賞を与えている｡多くの場合は，若い技術者が受賞者となり，ここにも

TCAらしい伝統がつながれている｡との他にも，いくつかの委員会があって活発な活動を続

けているが，次の項と関連するので，後述することにしよう。 （以下次号）

、
Ｉ
ユ

参考文献

1． 沖垣達：アメリカ組織培養学会と,mleW,AltonJones"llSciencl"nter,採集と

育， 34：14－18， 1972，

2． 沖垣達：米国細胞生物学会ならびに国際細胞学会連合設立委員会に出席して，細胞生物

学シンポジウム， 24：239－242， 1973，

3． 沖垣逮：米国NIHにおける組識培養シンポジウムに参加しに，メディア・サークル，

19：69－76， 1974

牢編集後記

会員通信夏号をお届けする。本号の末尾の色頁には，次回研究会演題募集と， ピフ．リオグラ

フイー原稿募集要項が掲載されている．多数応募されることを期待したい。

本号編集終了後に沖垣さんから長文の米国組織培養学会の紹介記事をいただいたので追加掲

栽した。次号にわたるこの記事は本会の運営を考える上で興味あるものであると思う。

近項，培養法を応用した毒性学的研究のデーターがジヤナリズムにとりあげられることかし

ばしばであるが細胞レベルでの毒性と個体レベルでの毒性との関連について，正当な判断をす

る指針を与えてゆくことは会員の義務ではないかと思う。

次号原稿は11月15日締切り予定である。会員各位の投稿を切望する次第である。 (S)

＝
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日本組織培養学会第38回研究会のご案内

日本組織培養学会第38回研究会を下記のとおり開催いたしますのでご案内申し上げます。

1． 会 期： 昭和49年11月29日健50日(土）

2．会場： 東京大学医科学研究所講堂（1階），東京都港区白金台

3． 日程予定： 11月29日掛午前一設演題

午後一設演題

懇親会

11月30日仕）午前一般演題

総 会

午後シンポジウム

4． シンポジウム：

「細泡から組織へ一ガラス襄内での組織・器官形成をめざして」

司会者遠藤浩良 （東京大学薬学部） （詳細は別紙を参照のこと）

5．－殿演題申し込み締切り：

昭和49年9月10日脚必着

6，演題申し込象要領

(1) 申し込み： 下記申し込み用紙にご記入の上，書留でお申し込み下さい。

（2）講演時間： 講演・追加討論30～40分

（3）抄 録： 演題申し込み者には折り返し抄録用原稿用紙をお送り致します。抄録原稿

を9月50日(月)までにお送り下さい。

ス集会費： 会員，学生500円，非会員800円

8．懇親会： 会場でピーアベーティーを計画しております。 会費1000円

只申し込皐書送り先：

〒350－02

埼玉県入間郡坂戸町多和目

城西歯科大学口腔解剖学第一講座 久米III 正好

慨0492－85－5511 内線342

10． その他： フ・ロジェクター（35”）は2台使用の予定です。 （ 16”映写機ご使用の

方はあらかじめご連絡下さい。 ）
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シンポジウム 「細胞から組織へ一一一ガラス器

内での組織・器官形成をめざし

て－－」

近年の急速な分子生物学の進歩は，綱包の分裂増殖というすべての生命に共通する基本的機

識から，その機溝の特殊化された表現である細胞の分化にまで至る生命現象の実体的理解に明る

い希望を与えている。この領域で細胞培養の貢献が特に多大であることは論をまたない。しかし，

生命現象のこの種の理解は，たしかに実体的ではあるが，一方まだ擬念的な段階にあることもた

しかである。

すなわち，生体内では，形態的機能的に特銅こした分化細胞は特定の規則的配列をとって一つ

の組織を形成し，それらはまた一定の組合わせによって一つの器官を形成する。これらはさらに

集って系を溝成し， さらにそれらは統合されて個体を完成する。したがって我左は， このように

生命の基本的最小単位である細胞が，分裂増殖という基本的機溝の上にのりながらどのようにし

てきわめて規則的な集団をつくり，その集団は組合わさって形態的にも機能的にも特定の撚築を

とるに至るかを実体的に理解し説明できなければならない。これによって生命現象の概念的理解

から生体反応の具体的理解へ至る道が開かれる。

このような観点に立って細胞培養から組織培義器官培養への道程を整理し，生物学の基本的

命題に迫るinvi上ro実験手法としての組繊培養の一つの方向を探ってみようというのが本シンポ

ジウムの逢旨である。

ま式均賓な細胞集団である長期継代培養細胞においても分化機能が見事に維持されているこ

と亀均質な単錐未分化細胞のinvitro分化が単一な生理活性物質によって誘導されることなど

の例示から，細胞分化の発現ないし維持と組織形成能との関連を考察する。さらに，異質細胞集

団が共存する各種の培養での形態と機能の観察から組織・器官形成における異種細抱間の協関の

問題について論議する。続いて，植物および動物細胞の培養における最近のトピックエ[Nude

mouse(遺伝的胸腺欠損マウス）へ移植したヒト培萎癌細胞の組織再構成など〕から現在の培養

技術と培養細胞の問題点を考え，最後にこれらを総括して，生命現象，生体反応の本質的理解を

めざす組織培養法の将来を展望してみたいと考えている。

会員諸兄姉の活発な御意見を9月50日(月)までに企画責任者まで寄せられるよう期待します。

企画責任者

東大・薬・生理化学 遠藤浩良

皿（05）812－2111内線6678

城遁歯大・口腔解剖第一久米川正好

’肌（0492）85－5511内線342
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日本組織培養学会第38回研究会申し込み書

演題

所属演者

申

（2名以上の場合は講演者に○印をつけて下さい）

ﾌﾞロジニクター 1台使用

←

プﾛグﾆｸ愛－ 2台使用{筈

枚
枚
枚

ユライド

16”映写機 要 不要

ぞの他の希望事項

連絡先宛名（返信用）

住所 〒

氏名

〆

ノ
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1973年度ビブリオグラフイー原稿募集

組織培萎学会会員各位

1975年度組織培養学会ピフ・リオグラフィーの原稿を募集します。

1 975年度の年号のついている論文を， もれなく，下記堂でお送り下さい。

ピブリオグラフィーは，組織培養学会研究会発表論文と，誌上発表論文（英

文，和文とも）の抄録が中心となります。学会発表は掲紋しません。

一

原 稿 原則として指定用紙1枚以

オフセット印刷にしますの

ます。注意事項をよくお論

9月15日

〒257

祥奈川県秦野市名古木25

日本専売公社生物実験セ

咽0465－87－1277

して指定用紙1枚以内（止むを得ないときは

ツト印刷にしますので， タイプ・原稿がそのま

注意事項をよくお読みの上投稿して下さい。

1枚半以内）

ま印刷され
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